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目的

社会環境が大きく変化した現代においては、食物アレルギーや偏食等、児童生徒の

食に関する健康上の課題も多様化している。また、児童生徒が将来にわたって健康に

生活していくためには、食に関する理解や適切な判断力、望ましい食習慣を身に付け

ることが必要となる。このような背景から、栄養教諭を中核とした学校における食に

関する指導を通じ、児童生徒が食に関する健康上の問題に興味・関心を持ち、課題を

自分事として捉え、解決していこうとする食の自己管理能力を育むことが求められて

いる。

そこで、本事業では、各教育委員会・学校が、食に関する指導の質の向上に向けて、

学校現場の実態に即した現実的かつ持続可能な評価を行えるように「食に関する指導

の評価手法（以下、食評価手法）」を開発する。教育委員会における「食に関する指導」

の振興策の検討や学校現場での食に関する指導の改善など、様々な場面で活用でき

る食評価手法を確立することにより、学校現場における食に関する指導の質の更なる

向上を図ることを目的とする。

本事業の目的
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事業概要

本事業の概要

令和6年度には、「食に関する指導の評価の在り方」について、有識者からなる検討委員会による検

討及びサンプル校による試行を経て、「食に関する指導の評価手法」の案（以下、食評価手法（案））を作

成した。

本年度事業では、食評価手法（案）を踏まえて、①食評価手法を完成させる。さらに、食評価手法を

普及させるために、②教育委員会等管理機関向けの概要資料、及び学校等向けの使用説明資料を作

成する。

①食評価手法の完成に向けては、食評価手法（案）を用いた試行調査を行い、試行結果を踏まえた

上でまとめる。また、①②の作成にあたっては、有識者からなる検討委員会を設置し、有識者の意見を

踏まえながらまとめていく。

なお、食評価手法は、以下の考えに基づいて作成を行う。

 全国的に統一的な評価ツールとする。この食評価手法を用いて全国の教育委員会、あるいは学校

が主体的に評価活動を行うことを想定する。

 食評価手法は、学校現場における「食に関する指導」の質の更なる向上を目的とし、児童生徒個人

の評価を測るものとはしない。
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以下、 １．～ ４． を実施した。

３．調査結果とその検証結果

試行調査の結果を基に、食評価手法（案）について、課題及び改善点の検証を行った。

２．評価フレームを使った試行調査の実施

作成した評価フレーム、及び有識者検討委員会における議論を踏まえ、食に関する指導の評価を目的
とした試行調査を実施した。

４．検証結果を踏まえた最終版

検証結果を踏まえ、評価項目及び評価方法等について最終的な整理を行った。

１．評価フレーム ＜昨年度調査のまとめ＞

昨年度調査（文部科学省委託調査「学校給食及び食の指導の充実に関する調査研究」）において、食
に関する指導を評価するための評価フレームを作成した。

調査内容
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１．評価フレーム

＜昨年度調査のまとめ＞
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昨年度調査（文部科学省委託調査「学校給食及び食の指導の充実に関する調査研究」）において、食
に関する指導を評価するための評価フレームを作成した。評価の枠組みは以下のとおり。

 食の評価を実施するにあたり、教育現場で行っている「学習指導要領」に示されている各教科の目標

や内容に基づいた学習状況を評価する学習評価の基本的な考え方を踏まえて作成する。具体的には、
各教科における観点別学習状況の評価の３観点である「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学

習に取り組む態度」を軸に整理する。

 食育の考え方については、文部科学省「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」(※)をベースとす
る。特に【食に関する指導の目標】、【食育の視点】を評価項目の枠組みとする。

（※）参考：文部科学省「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」より

１.評価フレーム ①評価の枠組み
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評価の枠組みの考え方は以下のとおり。

食育の視点

また、以下の文部科学省食育教材（リンク先参照）をベースに調査項目を作成する。

食に関する指導の
目標

評価の枠組みの考え方

 心身の健康 食事の重要性

 感謝の心 食品を選択する能力

 食文化 社会性

 知識・技能

 思考力・判断力・表現力等

 学びに向かう力・人間性等

食に関する指導の手引－第二次改訂版－（平成31年3月）において育成を目指す資質能力として示さ
れている【食に関する指導の目標】に沿って評価の観点を整理し、同様に示されている【食育の視点】を
評価の項目としてみる。

※詳細は文部科学省「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」を参照のこと

小学生用：文部科学省食育教材「たのしい食事つながる食育」（平成28年2月）

中学生用：文部科学省食育教材（令和3年3月）及び（令和6年度改訂版）

評価の観点

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

１.評価フレーム ②評価の枠組みの考え方
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「食に関する指導の目標」と「評価の観点」、及びその趣旨は以下のとおり。

（３）学びに向かう⼒，
⼈間性等

（２）思考⼒，判断⼒，
表現⼒等（１）知識及び技能

⽬
標

主体的に⾃他の健康な⾷⽣活の実現を⽬
指すとともに、⾷や⾷⽂化、⾷料の⽣産等に
関わる⼈々への感謝の⼼や⾷事のマナー、
⾷事を通じた⼈間関係形成能⼒を⾝に付け
ようとするなど実践的な態度を養う。

⾷⽣活や⾷の選択について、⾃⼰の課
題を⾒出し、合理的な解決に向けて思
考し判断するとともに、⾃分の考えを仲
間に伝えるなど課題を解決する⼒を養う。

⾷事の重要性や栄養バランス、⾷
⽂化等について理解を図るとともに、
健康で健全な⾷⽣活に関わる技
能を⾝に付けるようにする。

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能観
点

⾃他の健康な⾷⽣活の実現に向けて、課題
の解決に主体的に取り組んだり、⽇頃から⽣
活を⼯夫したりするなど意欲的に実践しようと
している。

⾷⽣活や⾷の選択について、⾃⼰の課
題を⾒出し、合理的な解決に向けて思
考し判断するとともに、⾃分の考えを仲
間に伝えるなどして課題を解決する⼒を
⾝に付けている。

⾷事の重要性や栄養バランス、⾷
⽂化等について理解しているととも
に、健康で健全な⾷⽣活に関わる
技能を⾝に付けている。

趣
旨

「⾷に関する指導の⽬標」と「評価の観点」、及びその趣旨

１.評価フレーム ②「食に関する指導の目標」と「評価の観点」の整理
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「食育の視点」ごとの「評価の観点」 3観点別の評価規準は、以下のとおり。

【⾷育の視点】ごとの評価規準（観点別） 1/3
【⾷事の重要性】

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

•⾷事の重要性について気付き、
⾷事に興味・関⼼をもち、健全
な⽇常⽣活の基盤を⽀えるため
に、⾃ら進んで調理して⾷事の
準備をしたり、栄養バランスに配
慮した⾷⽣活を実践したりしよう
としている。

•⾷環境と⾃分の⾷⽣活との関わりなどを⾒つめ、
必要な情報を収集し、健康な⽣活や健全な⾷⽣
活を実現するために何が必要かを考え、⾃分で判
断し、⾃分の考えを周囲に表現するなどして課題
を解決する⼒を⾝に付けている。

•⾷事は⼈間が⽣きていく上で⽋かすことのできないものであるこ
とや⾷事には空腹感を満たしたり、気持ちを鎮めたりする働き
があることを理解している。
•仲間との⾷事や⾷味のよさは⼼を豊かにし、朝⾷を摂るなど
⾷事は規則正しくとることが⼤切であることを理解している。
•⼼と体にとって、⾷事を摂ることの⼤切さや重要性、喜び、楽
しさを理解している。

【⼼⾝の健康】

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

•⼼⾝の健康のために⾃分の⾷
⽣活を⾒つめ直し、積極的によ
りよい⾷習慣を形成しようとして
いる。

•１⽇分の献⽴をふまえ、栄養のバランスをよくする
ために、簡単な⽇常⾷の調理について考え、⾃分
の考えを周囲に表現するなどして課題を解決する
⼒を⾝に付けている。
•栄養や⾷事のとり⽅などについて、正しい知識・情
報に基づいて⾃ら判断し、⾃分の考えを周囲に表
現するなどして課題を解決する⼒を⾝に付けている。

•望ましい栄養や⾷事のとり⽅、⼿洗いやよく噛むこと、よい姿
勢や和やかな雰囲気づくりは、⾷事の基本であることを理解し、
健全な⾷⽣活に必要な技能を⾝に付けている。
•⼼⾝の成⻑や健康の保持増進には1⽇3⾷（朝昼晩）の
栄養バランスのよい⾷事摂取、適切な運動、休養及び睡眠
が必要であることや、様々な⾷品にはそれぞれ栄養的な特徴
があることを理解している。

１.評価フレーム ②評価の観点×食育の視点
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【⾷品を選択する能⼒】

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

•安全安⼼な⾷品を選択するた
めに積極的に⾷品の表⽰などか
ら⾷品の品質や安全性について
情報を得ようとしている。

•⾷事の準備や調理、後⽚付けを⾏う際に安全や
衛⽣について何に気を付けることが必要かを考え、
⾃分で判断し、⾃分の考えを周囲に伝えるなどし
て課題を解決する⼒を⾝に付けている。
•⾷品の品質の良否を⾒分け、⾷品に含まれる栄
養素やその働きを考え、⾃分で判断し、⾃分の考
えを周囲に伝えるなどして課題を解決する⼒を⾝に
付けている。

•学校給⾷にはいろいろな⾷品が使われていること、⽇常⾷べ
ている⾷品、料理の名前、形、品質や栄養素及び安全⾯、
衛⽣⾯等について理解し、これらを踏まえて簡単な調理を⾏
うために必要な技能を⾝に付けている。

【感謝の⼼】

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

•⾷事前後のあいさつで⾷材や⾷に
関わる関係者に対して、⾃ら進んで
感謝の気持ちを表現しようとしている。

•⾃然界の中で動植物と共に⽣きている⾃分の
存在や⾷品ロスの視点も含めて環境や資源
に配慮した⾷⽣活を実践するために何が必要
かを考え、⾃分の考えを周囲に伝えるなどして
課題を解決する⼒を⾝に付けている。

•⾷料の⽣産はすべて⾃然の恩恵の上に成り⽴っていることを
理解している。
•⾷⽣活は⽣産者を始め多くの⼈々の苦労や努⼒に⽀えられ
ていることや⾷という⾏為は、動植物の命を受け継ぐことである
ことを理解し、⾷品を無駄なく使って調理するための必要な技
能を⾝に付けている。

【⾷育の視点】ごとの評価規準（観点別） 2/3

１.評価フレーム ②評価の観点×食育の視点
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【社会性】

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

•箸の持ち⽅など⾷事のマナーの重
要性に気付き、積極的に⾝に付け
ようとしている。
•⾷事の場が⼈間関係構築に有効
であることに気付き、周囲と積極的
にコミュニケーションを図ろうとしてい
る。

•相⼿を思いやることや、楽しい⾷事につながる
ために何が必要かを考え、⾃分の考えを周囲
に伝えるなどして課題を解決する⼒を⾝に付け
ている。

•はしの使い⽅、⾷器の並べ⽅、話題の選び⽅などの⾷事のマ
ナーを⾝に付け、協⼒して⾷事の準備や後⽚付けをするため
の必要な技能を⾝に付けている。

【⾷⽂化】

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

•⾷⽂化について各地域の伝統や気
候⾵⼟と深く結び付いていることに
気付き、⾃ら進んで先⼈によって培
われてきた多様な⾷⽂化を尊重し
ようとしている。

•⽇本の⾷⽂化や⾷に関わる歴史にふれたり、
諸外国の⾷事の様⼦を知ったりすることで、⽇
本や諸外国の伝統や⾷⽂化を⼤切にするため
には、何が必要かを考え、⾃分の考えを周囲
に伝えるなどして課題を解決する⼒を⾝に付け
ている。

•⾃分たちの住む地域には昔から伝わる料理や季節､⾏事にち
なんだ料理があることや、⽇常の⾷事は、地域の農林⽔産物
と関連していることを理解している。
•⾃分たちの⾷⽣活は、他の地域や諸外国とも深い関わりがあ
ることを理解している。

【⾷育の視点】ごとの評価規準（観点別） 3/3

１.評価フレーム ②評価の観点×食育の視点
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食育の視点に対応する文部科学省食育教材内容の評価項目は、以下のとおり。

【食育の視点】に対応する評価項目（文部科学省食育材より）

文部科学省食育教材リンク：

１.評価フレーム ⑤食育の視点に対応する評価項目

対応する評価項⽬＜中学校＞対応する評価項⽬＜⼩学校＞⾷育の視点
• ⾷事と栄養補給
• 朝⾷の⼤切さ

• 朝⾷の⼤切さ、必要性【⾷事の重要性】

• 体づくり
• 必要な⼼⾝の健康
• 栄養バランス、栄養素
• ⾷事と健康

• ３つの⾷品群
• 五⼤栄養素、栄養バランス
• ⾷事と健康【⼼⾝の健康】

• ⾷品ロス
• ⾷品衛⽣

• ⾷品ロス
• ⾷品衛⽣【⾷品を選択する能⼒】

• 感謝の⼼（⾏動）• 感謝の⼼（⾏動）【感謝の⼼】
• ⾷事マナー• ⾷事マナー【社会性】
• 世界の⾷⽂化
• ⽇本の⾷⽂化
• 世界の⾷事情

• ⽇本の⾷⽂化
• ⾏事⾷への関⼼【⾷⽂化】

小学生用：文部科学省食育教材「たのしい食事つながる食育」（平成28年2月）

中学生用：文部科学省食育教材（令和3年3月）及び（令和6年度改訂版）
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前頁で整理した評価の観点をもとに児童生徒に対し「食に関する問題（アンケート）」を作成し、観点ご
との達成状況を評価する。

評価方法

調査対象は、以下のとおり。

備考回答時間対象

 ⼩学1〜6年⽣までの期間に学ぶ内容から出題。
 20問程度を出題

30分⼩学6年⽣

 中学1〜3年⽣までの期間に学ぶ内容から出題。
 20問程度を出題

30分中学3年⽣

調査対象

１.評価フレーム ⑥評価方法・調査対象
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２．評価フレームを使った
試行調査の実施
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昨年度調査、及び有識者検討委員会における議論を踏まえ、評価の枠組みを以下のとおりブラッ
シュアップした。

 評価を実施するにあたり、教育現場で行っている「学習指導要領」に示されている各教科の目標や内

容に基づいた学習状況を評価する学習評価の基本的な考え方を踏まえた枠組みとする。具体的には、

各教科における観点別学習状況の評価の３観点である「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学

習に取り組む態度」を軸に評価項目を設定した。なお、「主体的に学習に取り組む態度」については、

そのものを測定することは難しいことから、「『主体的に学習に取り組む態度』と関連した評価」とし

て位置付けて整理している。

 食に関する指導の考え方については、文部科学省「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」を

ベースとする。特に【食育の視点（6つ）】を評価項目の枠組みとする。

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ①評価フレームのブラッシュアップ

評価の枠組みの見直し

学校調査の実施

また、昨年度は教員調査アンケートを実施したが、各学校の栄養教諭等の配置状況、及び給食セン
ター配置の方式などを把握し、評価結果の分析に役立てるため、学校調査（アンケート）を追加実施す
ることとした。
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設問項目の確定

１．で設定した評価項目を元に、「食に関する問題（アンケート）」の調査項目を作成する。昨年度調査、
及び有識者検討委員会における議論を踏まえ、今年度調査の調査項目を確定した。
【小学６年生用】調査項目概要は以下のとおり。

【小学６年生用】 調査項目概要

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（概要）

【中学３年生用】 調査項目概要

問NO. 観点 ⾷育の視点 評価項⽬ 教材⾴
1 知識・技能 社会性 ⾷事マナー 3
2 知識・技能 ⼼⾝の健康 ３つの⾷品群 15
3 知識・技能 ⼼⾝の健康 五⼤栄養素 19
4 知識・技能 ⼼⾝の健康 五⼤栄養素 16
5 知識・技能 ⼼⾝の健康 五⼤栄養素 19
6 知識・技能 ⼼⾝の健康 栄養バランス 20
7 知識・技能 ⼼⾝の健康 ⾷事と健康 22
8 知識・技能 ⾷品選択 ⾷品ロス 21
9 思考・判断・表現 ⾷品選択 ⾷品ロス 21

10 知識・技能 ⾷品選択 ⾷品衛⽣ 24
11 思考・判断・表現 ⾷品選択 ⾷品衛⽣ 1
12 思考・判断・表現 ⾷事の重要性 朝⾷の必要性 6、14
13 知識・技能 ⾷⽂化 ⽇本の⾷⽂化 25
14 知識・技能 ⾷⽂化 ⾏事⾷への関⼼ 8
15 感謝の⼼ 感謝の⼼（⾏動） 4
16 ⼼⾝の健康 ⾷事と健康 22
17 ⾷事の重要性 朝⾷の⼤切さ 23
18 ⼼⾝の健康 ３つの⾷品群 19
19 ⾷品選択 ⾷品衛⽣ 1
20 社会性 ⾷事マナー 13

「主体的に学習に
取り組む態度」と
関連した評価

問NO. 観点 ⾷育の視点 評価項⽬ 教材⾴
1 知識・技能 社会性 ⾷事マナー 4
2 知識・技能 ⼼⾝の健康 体づくり 1
3 知識・技能 ⼼⾝の健康 必要な⼼⾝の健康 3
4 知識・技能 ⼼⾝の健康 ⾷事と健康 6
5 知識・技能 ⼼⾝の健康 栄養バランス ⼩学校
6 思考・判断・表現 ⼼⾝の健康 栄養素 2
7 思考・判断・表現 ⼼⾝の健康 必要な⼼⾝の健康 8
8 知識・技能 ⼼⾝の健康 必要な⼼⾝の健康 9
9 知識・技能 ⾷品選択 ⾷品衛⽣ 11

10 知識・技能 ⾷品選択 ⾷品ロス 12
11 知識・技能 ⾷事の重要性 ⾷事と栄養補給 3
12 思考・判断・表現 ⾷事の重要性 朝⾷の⼤切さ 5
13 知識・技能 ⾷⽂化 世界の⾷⽂化 12
14 知識・技能 ⾷⽂化 ⽇本の⾷⽂化 12
15 知識・技能 ⾷⽂化 世界の⾷事情 13
16 感謝の⼼ 感謝の⼼（⾏動） ⼩学校
17 ⼼⾝の健康 必要な⼼⾝の健康 7
18 ⾷事の重要性 朝⾷の⼤切さ 5
19 ⼼⾝の健康 栄養素 2
20 ⾷品選択 ⾷品衛⽣ 11
21 社会性 ⾷事マナー ⼩学校

「主体的に学習に
取り組む態度」と
関連した評価
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試行調査項目一覧【小学６年生用】は以下のとおり。

【小学６年生用】 調査項目確定版 設問一覧 1/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）
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【小学６年生用】 調査項目確定版 設問一覧 2/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

問 観点 食育の視点 評価項目 質問・選択肢 解答・解説 教材項目

6 知識・技能 心身の健康 栄養バランス

次のイラストの中から、主食を選んでください。

①ハンバーグ
②シチュ―
③みそしる
④ごはん

④ごはん 20

7 知識・技能 心身の健康 食事と健康

口の中の病気を予防するためには、どのような食事の仕方がいいです
か。次の中から、最も適切なものを選んでください。

①なるべく急いでご飯を食べる
②水をたくさん飲む
③たんぱく質や糖分を、たくさんとる
④だらだらとおやつを食べ続けない

④だらだらとおやつを食べ続けない 22

8 知識・技能 食品選択 食品ロス

次の中から、食品ロスの説明として正しいものを選んでください。

①食べられるのに、期限切れや食べ残しなどで捨てられる
②食べ物がなくなってしまう
③自分の国で作られている食べ物が足りない
④食べたいと思う食べ物がない

①食べられるのに、期限切れや食べ残しなどで捨てられる 21

9 思考・判断・表現 食品選択 食品ロス

次の中から、食品ロスに対する取組について正しくないものを選んでく
ださい。

①好き嫌いせずに残さず食べる
②まだ開けていないスナック菓子の賞味期限がギリギリだったので、
 　仕方なく捨てた
③買い物に出かける前に、冷蔵庫の中に何があるか確認した
④コンビニで、消費期限の近いおにぎりを選んで買った

②まだ開けていないスナック菓子の賞味期限がギリギリだったので、
 　仕方なく捨てた

まだ食べられるのに、期限切れや食べ残しなどで捨てられるものを「食品ロス」とい
います。
----------------------------------------------------------
◆消費期限…「安全に食べられる期限」
袋や容器を開けないままで、書かれた保存方法を守って保存していた場合に、この
「年月日」まで、「安全に食べられる期限」のことです。

◆賞味期限…「おいしく食べられる期限」
袋や容器を開けないままで、書かれた保存方法を守って保存していた場合に、この
「年月日」まで、「品質が変わらずにおいしく食べられる期限」のことです。
この期限を過ぎても、すぐに食べられなくなるわけではありません。もし、賞味期限
が過ぎた食品があったら、大人の方とそうだんしてから食べましょう。

出所：農林水産省HP「子どもの食育」

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomo_navi/featured/abc2.html

21

10 知識・技能 食品選択 食品衛生

次の中から、必ず冷蔵庫に保存すべきものを選んでください。

①干しシイタケ
②卵
③ジャガイモ
④米

②卵 24
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【小学６年生用】 調査項目確定版 設問一覧 3/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

★ 出所：文部科学省 小学生用食育教材「たのしい食事つながる食育」（平成28年2月）児童用（低学年）P.1
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/syokuseikatsu.htm

★
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【小学６年生用】 調査項目確定版 設問一覧 4/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

問 観点 食育の視点 評価項目 質問・選択肢 教材項目

15
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
感謝の心 感謝の心（行動）

あなたは、いつも食事の前に「いただきます」を言うようにしています
か？

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

4

16
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
心身の健康 食事と健康

あなたは、量を決めておやつを食べるようにしていますか？

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

22

17
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
食事の重要性 朝食の大切さ

あなたは平日、毎日、朝ご飯を食べるようにしていますか？

①毎日（５日）食べるようにしている
②３～４日は食べるようにしている
③１～２日は食べるようにしている
④していない

23

18
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
心身の健康 ３つの食品群

ふだんの食事では、エネルギーのもとになる食品（お米や油など）、体
を作るもとになる食品（魚や肉など）、体の調子を整えるもとになる食
品（野菜や果物など）を、バランスよく食べようとしていますか。

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

19

19
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
食品選択 食品衛生

食事の前には、手洗いをするようにしていますか。

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

1

20
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
社会性 食事マナー

食事の時には、口に食べ物を入れたまま話をしないようにしています
か。

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

13
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【中学３年生用】 調査項目確定版 設問一覧 1/4

試行調査項目一覧【中学３年生用】は以下のとおり。

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

★ 出所：文部科学省 中学生用食育教材（令和3年3月）「４．1日に何を食べればいいの？」P.9~10
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/1288146.htm

★
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【中学３年生用】 調査項目確定版 設問一覧 2/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

問 観点 食育の視点 評価項目 質問 解答・解説 教材項目
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【中学３年生用】 調査項目確定版 設問一覧 3/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

問 観点 食育の視点 評価項目 質問 解答・解説 教材項目
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【中学３年生用】 調査項目確定版 設問一覧 4/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ②試行調査項目 確定版（設問一覧）

問 観点 食育の視点 評価項目 質問 教材項目

16
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
感謝の心 感謝の心（行動）

あなたは、いつも食事の前に「いただきます」を言うようにしていますか？

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

小学校
４

17
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
心身の健康 心身の健康

あなたは自分に必要な食事量を考えて食事をしようとしていますか？

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

7

18
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
食事の重要性 朝食の大切さ

あなたは平日、毎日、朝ご飯を食べるようにしていますか？

①毎日（５日）食べるようにしている
②３～４日は食べるようにしている
③１～２日は食べるようにしている
④していない

5

19
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
心身の健康 栄養素

ふだんの食事では、エネルギーのもとになる食品（お米や油など）、体を作るもとに
なる食品（魚や肉など）、体の調子を整えるもとになる食品（野菜や果物など）を、バ
ランスよく食べようとしていますか。

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

2

20
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
食品選択 食品衛生

食事の前には、手洗いをするようにしていますか。

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

11

21
「主体的に学習に
取り組む態度」と

関連した評価
社会性 食事マナー

食事の時には、口に食べ物を入れたまま話をしないようにしていますか。

①している
②どちらかといえば、している
③あまりしていない
④全くしていない

小学校
13
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⼩学校　マトリクス表

2.　３つの⾷品群 8.　⾷品ロス 13.　⽇本の⾷⽂化

3.　五⼤栄養素

4.　五⼤栄養素

5.　五⼤栄養素

6.　栄養バランス

7.　⾷事と健康

9.　⾷品ロス

11.　⾷品衛⽣

16.　⾷事と健康

18.　３つの⾷品群

「主体的に学習に
取り組む態度」
と関連した評価

17.　朝⾷の⼤切さ 19.　⾷品衛⽣ 15.　感謝の⼼ 20.　⾷事マナー

12.　朝⾷の必要性

思考・判断・表現

知識・技能

1.　⾷事マナー

14.　⾏事⾷への関⼼10.　⾷品衛⽣

社会性
　　　　　　⾷育の視点

　観点
⾷⽂化⾷事の重要性 ⾷品を選択する

能⼒⼼⾝の健康 感謝の⼼

【食に関する指導の目標 ３観点】×【食育の視点 6つ】の評価マトリクス表に、設問を整理した。
小学６年生用は、以下のとおり。

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ③評価マトリクス表に対応する設問一覧

【小学６年生用】 評価マトリクス×各設問

評価マトリクスの整理
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２.評価フレームを使った試行調査の実施 ③評価マトリクス表に対応する設問一覧

【中学３年生用】 評価マトリクス×各設問

中学３年生用は、以下のとおり。

中学校　マトリクス表

11.　⾷事と栄養補給 2.　体づくり 9.　⾷品衛⽣ 13.　世界の⾷⽂化

3.　必要な⼼⾝の健康 14.　⽇本の⾷⽂化

4.　⾷事と健康

5.　栄養バランス

8.　必要な⼼⾝の健康

6.　栄養素

7.　必要な⼼⾝の健康

17.　必要な⼼⾝の健康

19.　栄養素

「主体的に学習に
取り組む態度」
と関連した評価

18.　朝⾷の⼤切さ 20.　⾷品衛⽣

感謝の⼼⼼⾝の健康 ⾷品を選択する
能⼒

16.　感謝の⼼ 21.　⾷事マナー

15.　世界の⾷事情

⾷⽂化⾷事の重要性

知識・技能

思考・判断・表現

1.　⾷事マナー

　　　　　　⾷育の視点

　観点
社会性

12.　朝⾷の⼤切さ

10.　⾷品ロス
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調査票の作成

調査項目確定版を基に、アンケート作成フォーム（WEB）にて、調査票を作成した。
小学６年生用は、以下のとおり。

【小学６年生用】 調査票（WEB画面） 1/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）
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【小学６年生用】 調査票（WEB画面） 2/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）
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【小学６年生用】 調査票（WEB画面） 3/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）

★ 出所：文部科学省 小学生用食育教材「たのしい食事つながる食育」（平成28年2月）児童用（低学年）P.1
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/syokuseikatsu.htm

★
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【小学６年生用】 調査票（WEB画面） 4/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）
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【中学３年生用】 調査票（WEB画面） 1/4

中学３年生用は、以下のとおり。

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）

★ 出所：文部科学省 中学生用食育教材（令和3年3月）「４．1日に何を食べればいいの？」P.9~10
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/1288146.htm

★
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【中学３年生用】 調査票（WEB画面） 2/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）
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【中学３年生用】 調査票（WEB画面） 3/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）

★ 出所：農林水産省HP「子どもの食育」「行事食（ぎょうじしょく）」は特別なときの料理
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomo_navi/learn/event.html

★
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【中学３年生用】 調査票（WEB画面） 4/4

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ④試行調査項目 確定版（調査票）



36

教員アンケートの調査項目は、以下のとおり。

２.評価フレームを使った試行調査の実施 ⑤教員アンケート調査項目

選択肢等形式設問No.
１．今回のアンケートについてお伺いします

⼩学校・中学校
学校名 （ ） ／クラス（組）（ ）

SA
NA

学校名・クラスをご記⼊ください。1

⽉ （ ）
⽇ （ ）
時間⽬ （ ）

NA児童・⽣徒がアンケートを実施した⽇時をご記⼊ください。2

（ ）分NA何分ほどで全児童・⽣徒の回答が完了したかご記⼊ください。（アン
ケート所要時間は、30分を⽬安としております）

3

1. はい（ ）
2. いいえ

SA児童・⽣徒から、アンケートに関する質問はありましたか。
質問があった場合、具体的な質問内容をご記⼊ください。

4

NAその他、アンケートについて気が付いたこと、ご助⾔等がございましたら、
ご記⼊ください。

5

２．普段の授業や指導における⾷育のかかわり⽅についてお聞きします。
1. 実施した
2. 今後、実施する予定
3. 実施しておらず、する予定もない→8へ

SAあなたは、今年度、⾷に関する指導を実施しましたか。6

6. 道徳
7. 総合的な学習の時間
8. 給⾷、昼⾷の時間
9. 学級活動、特別活動
10. その他（FA）（ ）

1. 社会
2. 理科
3. ⽣活
4. 家庭、技術・家庭
5. 体育、保健体育

MA※⼩学校の場合
（上記1．2を選んだ場合）
あなたは、⾷に関する指導を実施した（実施する予定の）教科・活
動等は何ですか。（あてはまるもの全て）

6-2

4. 学級活動、特別活動
5. その他（FA）（ ）

1. 道徳
2. 総合的な学習の時間
3. 給⾷、昼⾷の時間

MA※中学校の場合
（上記1．2を選んだ場合）
あなたは、⾷に関する指導を実施した（実施する予定の）教科・活
動等は何ですか。（あてはまるもの全て）

6-2

教員アンケート調査項目 設問一覧 1/2
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２.評価フレームを使った試行調査の実施 ⑤教員アンケート調査項目

教員アンケート調査項目 設問一覧 2/2
選択肢等形式設問No.

２．普段の授業や指導における⾷育のかかわり⽅についてお聞きします。
1. 教科等の授業で活⽤した（総合的な学習の時間や特別活動含む）

（ ）
2. 給⾷時間（昼⾷時間）で活⽤した（ ）
3. 1.2以外の活動で活⽤した（ ）
4. 活⽤していない
5. わからない

※１〜３は⾃由記述欄に具体的な活⽤内容を回答いただく。

MAあなたは、⽂部科学省が発⾏している⾷育教材（⼩学⽣⽤⾷育教
材「たのしい⾷事つながる⾷育」（平成28年2⽉）、中学⽣⽤⾷育
教材(令和3年3⽉)）を活⽤したことはありますか。（あてはまるもの
全て）

7

（⾃由記述）NA（上記で４を選んだ場合）
⽂部科学省が発⾏している⾷育教材を活⽤していない理由をお答
えください。

7-2

1. よくしている
2. どちらかというとしている
3. どちらかというとしていない
4. していない

SAあなたは、給⾷時間（昼⾷時間）やその他の時間（授業以外）
に児童⽣徒に「⾷」に関する話をしたり、声かけをしたりしていますか。

8

1. 学校の教育活動全体の中で⾷育に充てる時間がとれない
2. 他の業務で忙しい（⾷育について考える時間がない）
3. 相談をする相⼿がいない
4. 何をしたらいいのかわからない
5. 保護者や家庭との連携が難しい
6. 特にない
7. その他（ ）

MA⾷育を推進する上で課題と感じるものはありますか。（あてはまるもの
全て）

9
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２.評価フレームを使った試行調査の実施 ⑥学校アンケート調査項目

学校アンケート調査項目は、以下のとおり。

学校アンケート調査項目 設問一覧 1/3
選択肢等形式設問No.

１．貴校についてお伺いします
⼩学校・中学校
学校名 （ ）

SA
NA

学校名をご記⼊ください。1

（ ）⼈NA児童⽣徒の⼈数をご記⼊ください。
（令和７年５⽉１⽇現在の全児童⽣徒数）

2

（ ）クラス
うち特別⽀援学級（ ）クラス

NA学級数をご記⼊ください。
（令和７年５⽉１⽇現在の全学級数）

3

3. 学校給⾷はない
4. その他（ ）

1. ⾃校⽅式
2. センター⽅式

SA学校給⾷の⽅式をお答えください。4

1. 本務校として栄養教諭が配置されている
2. 本務校として学校栄養職員が配置されている
3. 本務校以外の兼務校または担当校として栄養教諭が配置されている
4. 本務校以外の兼務校または担当校として学校栄養職員が配置されている
5. 配置されていない
6. その他（ ）

SAあなたの学校には、栄養教諭、または学校栄養職員は配置され
ていますか。

5

⽉（ ）⽇NA（上記3〜5を選んだ場合）
あなたの学校には、栄養教諭または学校栄養職員は⽉何⽇程
度、来ますか（来ない場合は0を⼊⼒）。

5-2

２．貴校の⾷育の取組についてお伺いします
1. 実施している
2. 実施していない

SA貴校では、⾷に関する指導を実施していますか。6

（⾃由記述）→回答後、14へNA（２．実施していない を選んだ場合のみ）
実施していない理由をお答えください。

6-2
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２.評価フレームを使った試行調査の実施 ⑥学校アンケート調査項目

学校アンケート調査項目 設問一覧 2/3
選択肢等形式設問No.

２．貴校の⾷育の取組についてお伺いします
1. 設置している
2. 設置していない

SA（以下、６で実施している場合のみ）
貴校では、⾷育（⾷に関する指導）を推進する組織等を設置し
ていますか。

7

1. 設置している
2. 設置していない

SA貴校では、⾷育（⾷に関する指導）を推進する担当者を設置し
ていますか。

7-2

各教科等 （ ）時間
給⾷時間 （ ）回

NA⼩学校6年⽣（中学校3年⽣）に対する⾷に関する指導は、年
間でどの程度⾏われていますか。

8

7. 総合的な学習の時間
8. 給⾷、昼⾷の時間
9. 学級活動
10. 特別活動
11. その他（FA）（ ）

1. 社会の授業
2. 理科の授業
3. ⽣活の授業
4. 家庭、技術・家庭の授業
5. 体育、保健体育の授業
6. 道徳の授業

MA貴校では、⾷に関する指導は、どの場⾯で⾏っていますか。（あて
はまるもの全て）

9

1. ⾷の重要性（朝⾷の⼤切さ等）
2. ⼼⾝の健康（栄養素、栄養バランス、体づくり等）
3. ⾷品を選択する能⼒（⾷品衛⽣、⾷品ロス）
4. 感謝の⼼
5. 社会性（⾷事マナー等）
6. ⾷⽂化（⽇本・世界の⾷⽂化、⾏事⾷）
7. 地場産品、地産地消
8. その他（ ）

MA貴校では、⾷に関する指導として、どのような内容を取り扱っていま
すか。（あてはまるもの全て）

10

（⾃由記述）NA（上記で7.地場産品、地産地消を選んだ場合）
地場産品、地産地消に関する取組について、具体的な内容をご
記⼊ください。

10-2
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２.評価フレームを使った試行調査の実施 ⑥学校アンケート調査項目

学校アンケート調査項目 設問一覧 3/3
選択肢等形式設問No.

２．貴校の⾷育の取組についてお伺いします
1. 取り組んでいる
2. 取り組んでいない

SA学校において⾷育（⾷に関する指導）を実施する場合に⽂部科
学省が発⾏している⾷育教材（⼩学⽣⽤⾷育教材「たのしい⾷
事つながる⾷育」（平成28年2⽉）、中学⽣⽤⾷育教材(令和
3年3⽉)）の活⽤に取り組んでいますか。

11

（⾃由記述）NA（上記で２を選んだ場合）
⽂部科学省が発⾏している⾷育教材を活⽤していない理由をお
答えください。

11-2

1. 栄養教諭が実施している
2. 学校栄養職員が実施している
3. 実施していない

MA貴校では、栄養教諭または学校栄養職員による⾷に関する指導
を⾏っていますか。

12

7. 総合的な学習の時間
8. 給⾷、昼⾷の時間
9. 学級活動
10. 特別活動
11. その他（FA）（ ）

1. 社会の授業
2. 理科の授業
3. ⽣活の授業
4. 家庭、技術・家庭の授業
5. 体育、保健体育の授業
6. 道徳の授業

MA（上記質問で1、2のみ）
貴校では、栄養教諭または学校栄養職員による⾷に関する指導
は、いつ⾏っていますか。（あてはまるもの全て）

12-2

4. 年に1回程度⾏っている
5. ⾏っていない

1. ⽉1回以上⾏っている
2. 2〜3カ⽉に1回程度⾏っている
3. 学期に1回程度⾏っている

SA貴校では、保護者に対して、⾷に関する指導や⾷育に関する情
報発信を⾏っていますか。

13

1. 学校の教育活動全体の中で⾷育に充てる時間がとれない
2. 他の業務で忙しい
3. 教職員の⾷育に対する意識が低い
4. ⾷育をけん引できる⼈がいない
5. 何をしたらいいのかわからない
6. 保護者や家庭との連携が難しい
7. 特にない
8. その他（ ）

MA⾷育を推進する上で課題と感じるものはありますか。（あてはまる
もの全て）

14


